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五
番
、
熱
塩(

あ
つ
し
お)

六
番
、
勝(

す
ぐ
れ)

「
掻
き
分
け
て

参
り
て

拝
む

高
吉
の

仏
の
光

道
ぞ

か
が
や
く
」

真
言
宗

吉
例
山

徳
勝
寺

喜
多
方
市
豊
川
町
字
高
吉
四
四
一
五

本
尊

十
一
面
観
世
音

集
落
管
理

駐
車
場

あ
り

ト
イ
レ

な
し

喜
多
方
駅
南
、
桐
桜
高
校
の
南
に
位
置
し
て

い
ま
す
。
創
建
は
不
明
で
す
が
、
文
亀(
ぶ
ん

き)

の
頃
、(

一
五
〇
一
～
三)

に
僧
の
盛
尊
が
中

興
し
た
と
い
う
。
元
和
七
年(

一
六
二
一)

に
火

災
で
堂
と
本
尊
は
焼
失
し
、
そ
の
後
再
建
さ
れ
、

て
い
ま
す
。
本
尊
は
高
さ
二
尺
あ
り
ま
す
。

「
後
の
世
を

た
す
け
た
ま
え
や

観
世
音

慈
悲
熱
塩
に

参
る

身
な
れ
ば
」

曹
洞
宗

護
法
山

示
現
寺

住
職
住

喜
多
方
市
熱
塩
加
納
町
熱
塩
字
熱
塩
甲
七
九
五

本
尊

千
手
観
世
音

駐
車
場

あ
り

ト
イ
レ

な
し

も
と
は
真
言
宗
で
五
峰
山
慈
眼
寺
と
称
し
ま

し
た
が
、
源
翁
和
尚
が
再
興
し
、
曹
洞
宗
と
な

り
示
現
寺
と
書
き
ま
す
。
本
尊
の
観
音
像
内
は
、

源
翁
和
尚
が
刻
ん
だ
像
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
境

内
に
は
、
幕
末
明
治
時
代
に
活
躍
し
、
日
本
初
、

東
京
浅
草
、
浅
草
寺
境
内
に
女
性
銅
像
と
し
て

建
て
ら
れ
た
瓜
生
岩
子
の
墓
や
、
自
由
民
権
運

動
の
慰
霊
碑
が
あ
り
ま
す
。

「
日
照
る
と
も

耶
麻
の
氷
は

よ
も
と
け
じ

里
に

し
ぐ
れ
の

あ
ら
ん

か
ぎ
り
は
」

真
言
宗

紫
雲
山

勝
福
寺

喜
多
方
市
関
柴
町
三
津
井
字
堂
ノ
上
六
三
〇

本
尊

十
一
面
観
世
音

集
落
管
理

駐
車
場

あ
り

ト
イ
レ

あ
り
☆

堂
は
国
重
要
文
化
財
指
定

天
文(

て
ん
ぶ
ん)

年
中(

一
五
三
二
～
五
四)

に
「
勝(

す
ぐ
れ)

御
前
」
が
わ
け
あ
っ
て
こ
の

地
で
亡
く
な
っ
た
た
め
、
冥
福
を
祈
り
、
中
将

政
保
が
勝
福
寺
を
開
基
し
た
と
い
う
。
そ
の
後
、

永
禄
元
年(

一
五
五
八)

に
葦
名
盛
興(

も
り
お

き)

が
観
音
堂
を
建
立
し
た
と
さ
れ
ま
す
。
観
音

像
は
六
尺
三
寸
と
い
う
。

集落内道路狭し。

山門前に駐車。足湯あり。かなづちの「げ
んのう」は玄翁和尚が由来です。

仁王門から入ります。国重文指定の堂。「陽
照るとも」は「日照るとも」、「山の」は
「耶麻の」が正しい。


